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車線規制の警備員

トラックにはねられ重体

工事中 車線規制の警備員

トラックにはねられ、意識不明の重体

トラックの運転手 「気づくのが遅れた」

２０２５／２／１９（水）

１９日午前９時ごろ、京都府で電気工事の警備員男性（６５）がトラックにひ

かれ、病院に搬送されましたが、意識不明の重体です。

警察によりますと、当時現場は電気工事の影響で１車線規制をしていて、

男性はその警備をしていたということです。

トラックを運転していた男性は警察に対し「気づくのが遅れた」と話し

ている。


